
ＯＢ活動  写真家の西田氏（兵庫） 「身近な自然の再発見をピーアール」 

 
赤穂市内と近隣で撮影した風景、生き物などを紹介する写真展「ふるさとの自然 再発見！」が 

御崎の市立海洋科学館（中村隆紀館長）で１８日から始まった。  
 県自然保護指導員の西田裕明さん（２７）＝相生市＝が赤穂、相生、上郡の２市１町で撮ったネイチ

ャー写真約１７０点。四季の彩り、動植物や昆虫の息吹が鮮やかに映し出されている。  
  
展示写真を手札カードにした絵合わせコーナーも。西田さんは「身近な自然のすばらしさに気付いて

もらえれば」と見学を呼びかけている。説明展示会は８月３１日（月）まで午前９時～午後４時半 
（入館は４時まで）。火曜定休。入館料は高校生以上３００円、小・中学生１５０円。８月２日（日）

には午後２時から西田さんによりお話会が行われました。 
 
（取材資料収集） 

コメント：説明会の西田君は、写真のことや生き物のことを、子供たちにも分かりやすく丁寧に 

お話していました。その姿はとても生きいき清々しいものでした。 

お話会のスナップは、ご本人の了解のもと送りました。 関 将秀（15 期 海水研） 

       

 



 

  赤穂私立海洋科学館から第 23 回特別展のご挨拶 

 
 
 
 
 
 
 



お話会のスナップ写真 中央が西田氏 
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西田氏の作品が掲載されています 

    
 


